
アセアン市場の現状と消費者嗜好

（実例から捉える仮説と打ち手）
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数字でわかる国分グループ

創業 連結売上高 経常利益

得意先様数 取引メーカー数 国内物流拠点数

四代國分勘兵衛が1712年に江戸・日本橋で商
売を始めたのが創業です

３１４年前 2兆2431億円
国分グループの2025年12月期の連結

売上高は2兆2431億円です。

２９５億円
国分グループの2025年12月期の連結

経常利益は295億円です。

約35,000社
SM、CVS、百貨店、ドラッグストア、酒販店
、外食・給食事業者、EC事業者様 等

約10,000社
加工食品、冷凍食品、チルド食品、酒類、

菓子、原料 等

国内３２８カ国
国内外に328の常温・低温物流センターを配

備しサプライチェーンを構築

海外事業の歴史

1859年八代勘兵衛、製茶貿易を開始したのが
国分の輸出事業の始まりです

１６７年

海外拠点数

中国およびアセアンを中心に、卸売・流通・
低温物流など各種機能を構築しています

２１拠点

輸出国先数

北米・アジア・オセアニア・中東・EU・南米ならびに
アフリカまで、世界全土に日本食品を

広げるネットワーク

６２カ国

■所在地： 東京都中央区日本橋1-1-1
■事業内容：酒類・食品・関連消費財にわたる卸売業

及び流通加工、配送業務、貿易業、ほか
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国分グループの海外事業機能

海
外
拠
点
事
業

国
内
拠
点
事
業

中国・アセアンを中心に現地のローカルスーパー、
飲食チェーンなどに入り込み各国のメインストリー

ムに日本食に限らず現地に合わせた
「食」を供給しております

海
外
拠
点
事
業

卸事業

物流事業

調達・加工事業

貿易事業

プロポーザル案件

E-commerce

「価格競争力」「安定供給」「現地加工」「商品
の差別化」など海外を起点に、取引先様の課題
を「調達」「加工」を通じて解決いたします。

世界62カ国に、「加工食品」「農林産」「水産」
「畜産」「酒類」ならびに「冷凍食品」など多岐に

渡る食品を海外へ輸出

地方自治体、品目団体ならびにパートナー企業
と連携をし、海外での日本産品の認知向上・販

売促進を実施

中国・アメリカにて現地パートナー企業と協業し、
E-commerceを展開。中国では天猫など主要
ECプラットフォームにてメーカーのECを運営し、
アメリカでは全土に日本酒をToC向けに販売

海外事業

国内・海外にて海外事業の拠点を設置。国内事業においては、62カ国への貿易事業および地方自治体等との連携を通じて海外での日本食の販促促進を実施。
海外現地では、現地スーパー、飲食チェーンへの卸事業、物流事業、海外原材料の調達、加工など多角的に事業を運営。

中国・アセアンを中心に現地ディストリビューター、
ローカルスーパー・コンビニ、飲食チェーン店向けの

付加価値の高い、物流サービスを展開
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アセアン市場の現状と消費者嗜好

⚫ 巨大な人口ボーナス：域内総人口 6.7億人、平均年齢約30歳と若年層が厚く消費意欲が旺盛
⚫ デジタル経済の急進：スマホ普及率が高く、ECや金融テックが急速に発展
⚫ 消費地+生産地+加工地：消費の近代化（GT→MT）チャイナプラスワンの製造拠点、二次加工・流通加工
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実需者に日本産米が選ばれる/選ばれない要素 （仮説定義編）

海外の「コンビニおにぎりの売上が伸びづらい」構造的要因と負のスパイラル
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実需者に日本産米が選ばれる/選ばれない要素 （仮説打ち手編）

白蝋化を最小限に抑制
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⚫ アセアン最大規模の低温物流施設（90,000パレット収容可能）

⚫ ハラル・ノンハラル両対応型の４温度帯管理（冷凍自動倉庫システムを完備）

⚫ Commonwealth Capitalと国分のJVに、2025年12月に商船三井が資本参加

宣伝
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